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要旨

　本研究は障害理解教育を促すことを目的としてKAB（P）モデルを踏まえた運動遊び体験動画およ

び動画を利用するための指導案から構成した保育実践教材を作成し、保育園児を対象に全 3 回の実践

を行った。協力が得られた 1 保育園、21名の園児を対象に保育実践前後における園児の身体および視

覚障害への知識、身体および視覚障害を有している人に対する知識、態度を前後比較研究デザインか

ら検討した。その結果、統計検定上に有意な変化は認められなかったが、「障害を有する人とも会話

したい（P＝0.009）」、「一緒に力を合わせることが出来る（P＝0.024）」、「一緒にいるところを見られ

ても気にならない（P＝0.017）」および「仲間はずれにしてはいけない（P＝0.007）」の各項目におい

て肯定的な回答を示す割合が有意に高い結果が示された。また、視覚障害者に対して配慮されている

点字ブロックの存在、視覚や四肢に障害を有していても有していない人と一緒に遊べることが態度に

反映している様子が自由記述から観察された。

　以上のことから、本研究で作成した運動遊び体験動画および動画を利用するための指導案から構成し

た保育実践教材はさらなる検討を必要としつつも幼児の障害理解教育に寄与する可能性が示唆された。
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Ⅰ．緒言

　2006の国連総会で「障害者の権利に関する条約」が採択され、日本も2014年に批准した。その条約

では、人間の多様性の一部として障害者が位置付けられ、日本においてもダイバーシティ社会を目指

して障害理解を啓発することが求められている。

韓ら 1 ）は2016ダイバーシティ教育を「人種、年齢、性別、障害の有無、身体的条件、宗教、価値観、

社会経済的状況などの多様な背景を有する他者と共に学ぶことによって、その多様性を理解し、敬意

を育む教育」と再定義している。徳田・水野 2 ）はさらに、障害理解教育には年齢が低いうちから実感

できるように、親や保育所・教育者が伝えていくべきであり、子どもの発達や理解の程度に応じた、

幼児期からの系統的な障害理解教育が必要である、と述べている。特に幼児期においては、「様々な

障害者が世の中に存在していることを知らせるとともに、彼らに対するファミリアリティ（親しみ）

を高めることに重点を置いた障害理解指導を行うことが重要」であると述べている。

　2020年に開催が予定されていたオリンピック・パラリンピック東京大会を契機として障害理解教育

への関心が高まっている。東京のオリンピック・パラリンピック教育を考える有識者会議 3 ）は最終提

言の中で「障害者理解の促進を通して、多様性を尊重し、障害のある人や外国人と共に生きる「心の

バリアフリー」を子供たちに浸透させることが重要である。」と述べている。さらに「幼児期の体験

が人間形成に大きな影響力を持つことを踏まえれば、幼児教育においても、幼児の発達段階に配慮し

つつ、可能な範囲での取り組みが行われることが求められる。幼児期におけるオリンピック・パラリ

ンピックをきっかけとした障害者スポーツに対する正しい理解と認識を求める上でも重要な意味を

持っていることから、幼児期の教育から積極的に障害者スポーツに触れる教育の実施が重要な意味を

持っている」との見解を示している。しかしながら障害理解教育の実践が十分に進んでいるとは言え

ない現状にある。水野・徳田（2006）4 ）による幼児対象の障害理解教育の実施に関する調査では、障

害理解教育を実施していた機関は被調査機関の19％に留まっていた。被調査機関の 6 割強は「幼稚園

や保育所で障害について子どもに適切に教えられるように知識を付けたい」と回答しており幼児向け

の障害理解教育の実践ニーズは高い。しかしながらそれに対する実践や研究が乏しい状況であること

が報告されていた。障害理解教育に対しては教員養成課程の学生に向けたカリキュラム開発の必要性

を指摘した研究 5 ）や小学校教師を対象にダイバーシティ教育に関する取り組みと意識を調査した研

究 6 ）が報告されている。それらは小学校教師が指導方法に苦慮していることを示した調査結果やカリ

キュラムの必要性を指摘しているものの教材開発には至っていないことがうかがわれた。この状況は

幼児を対象とした調査報告でも同様な傾向がうかがわれる。南野ら 7 ）は関東圏においてランダムサン

プリングにより抽出された保育所・幼稚園・認定こども園、計2000か所に対して自記式アンケートを

実施し、幼児向けの障害理解教育の実施における課題、障害理解教育に関する研修やツールのニーズ、

そして運動遊びを活用した障害理解教育に関する認識について調査を実施した。その結果、障害理解

教育を実施していると回答した機関は34.6％であった。実施してきた障害理解教育に関する質問につ

いても、「障害スポーツへの参加」という回答は 4 件に留まっていた。とはいえ、「運動遊びと関連し

た障害理解教育があれば実施したいと思うか」との問について、73.1％が「はい」と回答しており、

運動遊び」といった動的な事例・教材・方法論等の開発・蓄積を期待する声が多いことが報告されて
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いる。

　教材開発において健康教育モデルをふまえたアプローチが試行されている。KAB（P）モデルと呼

ばれる、知識（K；knowledge）の習得が、態度（A；attitude）の変容をもたらし、結果として行動

/実践（B；behavior, P；practice）が変容する、とするモデルが提唱され 8 ）、行動の理解や行動変容

に適応されている9 -11）。従来より幼児教育は、「体験を通した学び」の重要性が指摘されている。この

具体的な体験を重視しつつ、例えば、点字ブロックや音響信号などの様々な生活場面における社会的

配慮を遊びの中で意識化させる機会を提供することは、KAB（P）モデルの「知識の習得」に合致す

る側面がある。こうした点を勘案すると、障害理解教育においてKAB（P）モデルを考慮した教材の

作成が幼児の障害理解を促す可能性が考えられる。同時に教材の開発は作成で終わることなく、教育

現場での検証が求められている。中室は科学的根拠に基づく教育の必要性を指摘している12）。先行研

究をみると障害児・者を対象に自然体験型環境教育教材の開発13）、幼児教育現場におけるICT利用を

促進するための教員養成課程を対象とした研究14）などが報告されているが、評価検証は実践後の一度

だけであり、前後での変化を検討した研究ではないことから研究デザインとして十分とは言えない。

　そこで本研究は、保育現場において運動遊びを通じた幼児の障害理解を進める指導案と視聴覚教材

を作成し、幼児の態度、行動の変化を前後比較研究デザインから検討することを目的とした。

Ⅱ．方法

1 ．対象者

　障害理解を促すことを目的とした全 3 回で構成する指導案および視聴覚教材（DVD）を作成した。

指導案および保育実践活動の評価をA保育園に協力を依頼した。その際、 3 回の保育実践前後に保護

者に対して 8 問からなる質問紙を配布し、保護者から園児に対して質問および回答を得るよう依頼す

る旨の説明を依頼した。依頼文には質問への回答は任意であり、協力を断っても不利となることは無

い、途中でも回答を拒否・中断できること、個人が特定されない配慮を行うことを口頭および書面に

て説明し、同意頂ける方のみ回答して頂くよう記載した。保育実践には 5 歳児の園児21名が参加した。

2 ．保育実践

　保育実践 3 回の概要を表 1 に示した。 1 回目は点字ブロックおよび階段横に設置されているスロー

プの写真を見ながら身体的に配慮が必要な人の存在およびその人たちへの社会の配慮について気づき

を促すことを目的とした。 2 回目、 3 回目には視覚ないしは身体障害を有しながらスポーツを実施し

ている選手からの協力を得て作成したDVDを利用した。第 2 回目のために「視覚障害」に着目した

DVD教材を作成した。具体的内容は、ブラインドサッカー選手K氏の身体的能力の卓越さと日常生活

での不便さ（言語のみでの周辺環境把握の困難さ、白杖による階段等の段差の認識など）を同時に描

いたシーンを幼児に視聴させ、障害者の社会的障壁や周囲のサポート等について考えさせた。また、

A氏から「視覚障害」児と共に展開可能な遊び（コロコロ・キャッチボール、コロコロ・ボーリング）

が提案され、当該の遊びを実施した後、保育者と共に振り返りを行う実践を展開した。

　第 3 回目用には「肢体不自由」に着目したDVD教材を作成した。教材の具体的内容は、車椅子テ
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ニスプレーヤーN氏の身体的能力の卓越さと日常で直面する車椅子生活の不便さ（段差・ドアの閉開

など）を同時に描き、それを幼児に視聴させ障害者の社会的障壁や周囲のサポート等について考えさ

せた。また、B氏から「肢体不自由」児と共に展開可能な遊び提案（お尻鬼ごっこ、風船ポンポン）

がなされ、遊びの実施後、保育者と共に振り返りを行う実践を展開した。なお、DVDに出演してい

る選手および選手から提案された遊びの実践風景に出演者からは出演の同意、著作権の帰属について

説明した上で口頭および書面で同意を得た。

3 ．調査

　保育実践活動の前後に行った質問は、「障害のある人とお話がしたい」、「障害のある人と一緒に遊

びたい」、「障害のある人と力を合わせることができる」、「障害のある人は私たちと同じくらい何でも

できる」、「障害のある人を仲間はずれにしてはいけない」、「障害のある人と一緒にいるところを見ら

れても気にならない」の 8 項目とし、それぞれ、「おもう、おもわない、わからない」のなかから 1

表 1 ．保育実践活動の概要

第1回

第2回

第3回

活動目標

1. 様々な感覚を使うことによって、いろんなこ
とが分かることを知る。

2. 自分の周りにある様々な環境、社会的な障

壁、配慮に気づく。

3世の中には自分とは違う特徴のある様々な人

がいることを知る。

1. 世の中には、自分とは違う特徴のある様々な
人がいることを知る。

2 障がいを抱えていても、優れた能力があるこ

とを感じる。

3. 映像視聴や目隠しボール遊びを通して、視覚

障がい者の気持ちを感じ、困っている人に対して

自分ができることをイメージする。

4. 障がいを抱えていても、工夫や支援があれ

ば、健常者と変わらない生活を送ることができる

ことを知る。

1. 障がいを抱えていても、優れた能力があるこ
とを感じる。

2. 自分の周りにあるさまざまな環境、社会的な

障壁、配慮に気づく。

3. 映像視聴や脚を使わない遊びを通して、肢体

不自由者の気持ちを感じ、困っている人に対して
自分ができることをイメージする。

4. 障がいを抱えていても、工夫や支援があれ

ば、健常者と変わらない生活を送ることができる

ことを知る。

実践内容

・ゲーム (40分）

• DVD視聴と話し合い
・ボール遊び

計45分

• DVD視聴と話し合い
•脚を使わない遊び
計45分
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つを選択する形式とした。また、実践前の質問紙では保護者に対して「家族など、お子様の身近で交

流のある人に障害を持った人はいますか」、「お子様が、今まで障害を持った人と話したり、一緒に遊

んだことはありますか」について「はい、いいえ」の 2 択法、実践後の質問では「保育実践について

積極的に話をした」、「障害に対する意識（興味）が高まった」について,「はい、いいえ、ふつう」、

から一つ選んで回答するよう依頼した。あわせて実践後の質問では「園児が家庭で保育実践活動に関

連すると思われる内容について話したことがあれば記載して下さい」、と自由記述欄を設けた。

4 ．統計解析

　保育実践活動前後の変化についてフィッシャーの正確確率検定を用いた。統計解析にはSPSSver25

（IBM社製）を用い、有意水準を 5 ％に設定した。

Ⅲ．結果

1 ．研究参加状況

　保育指導を受けた園児は21名のうち、家族など身近で交流のある人のなかに障害を有している人が

いる園児は 3 名、身近であるかを問わず障害を有している人と遊んだなど交流経験を持つ園児は 4 名

であった。

　 3 回の保育実践後、再度保護者にアンケートの回答を依頼し前後の回答が得られた16名の園児を解

析対象とした。なお回答が得られなかった 5 名の実践前の回答は他の園児の回答との間に差は認めら

れなかった。

2 ．保護者から見た保育実践体験後の園児の様子

　実践後に「園児が自宅で体験した保育について話をしたか」、また保護者から見て「園児の障害に

対する意識（興味）は高まったか」、と言う質問に対する回答を表 2 にまとめた。積極的に話したと

の回答は 5 名（31.3％）、障害に対する意識が高まったとの回答は 2 名（12.5％）であった。

3 ．保育実践前後の園児の意識、態度の変化

　保育実践体験前後の園児の障害を有する人への意識を表 3 にまとめた。体験前後で有意な変化は認

められなかったが、「障害を有する人とも会話したい」、「一緒に力を合わせることが出来る」、「一緒

にいるところを見られても気にならない」および「仲間はずれにしてはいけない」、の各項目におい

て肯定的な回答を示す割合が有意に高い結果が示された。また、「障害のある人とも遊びたい」への

回答は分散しており、有意差を示す回答項目は見られなかったが、「分からない」に回答した園児が

体験後には 5 名から「遊びたいと思う」へ 2 名が変化していた。

　「仲間はずれにしてはいけない」に対しては前値でも16名中13名と大多数が仲間はずれにすること

は良くないと回答していたが、体験後にも14名とその傾向は変わらなかった。一方、「障害を有して

いてもそうでは無い人と同様に何でも出来る」との回答には15名中体験前に 8 名、体験後に 7 名が「そ

う思わない」と否定する回答であった。
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4 ．自宅で保護者に対する発話および保護者の感想

　保育実践の体験後に園児が保護者に対して述べた感想を自由記述により回答された結果を表 4 にま

とめた。その結果、10名の記述のうち、 4 名が点字ブロックについて述べていた。そのほか、「視覚

に障害を有していてもサッカーが出来る」、「立てなくても車椅子でテニスが出来る」、と言った障害

者が健常者と同様なスポーツを実施していることに対する記述が認められた。

Ⅳ．考察

　本研究は保育現場において運動遊びを通じた幼児の障害理解を進める指導案と視聴覚教材を作成

し、幼児の態度、行動の変化を前後比較研究デザインから検討することを目的とした。その結果、視

覚障害者に対して配慮されている点字ブロックの存在、視覚や四肢に障害を有していてもそうでは無

い人と一緒に遊べるという知識（意識）を得られ、態度に反映されている様子が観察された。この結

果が保育実践を実施した園のみで偶然に得られた結果か否かは他の園での実践データが無いために明

らかではない。しかし、実施園の園児は家族など身近に障害を有している人がいると回答した割合は

14.3％であった。泉田と黒田15）は身体障害者手帳を保有している世帯が10.4％と報告しており、本研

究の割合は同等と考えられる。また、体験以前に障害を有する人と遊んだなど交流した経験を有して

いた園児は21名中 4 名と特段に多いとは言えなかった。そのことから保育実施園での結果は平均的な

回答であったと考えられる。

　保育実践教材はKAB（P）モデルを念頭に知識から態度の醸成、更に行動を促すことを意図して作

成した。保育実践の 1 回目に点字ブロックや車椅子用スロープの写真を教材に視覚ないし身体障害を

有する人の存在と社会における配慮が行われていることへの気づきを促した。これはKAB（P）モデ

表 2 ．保護者から見た保育実戦体験後の園児の様子

表 3 ．保育実践前後の園児の意識、態度の変化

n はい 普通 いいえ

保育実践について積極的に
16 5 10 

話をした

障害に対する意識（興味） 16 2 5 ， 
が高まった

体験前 体験後

n 思わない 9田心つ― 分からない 思わない 思う 分からない P値

障害のある人とも会話したい 16 4 10 2 2 10 4 0 009 

障害のある人とも遊びたい 16 3 8 5 3 10 3 0 548 

障害のある人とも一緒に力を合わせ
16 2 10 4 3 ， 4 0 024 

ることが出来る

障害を有していても何でも出来る 15 8 2 5 7 4 4 0 296 

障害のある人を仲間はずれにしては
16 

゜
13 3 14 0 007 

いけない

障害のある人と一緒にいるところを
16 6 6 4 4 8 4 0 017 

見られても気にならない
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ルの知識（K）に対する外的刺激を意図したものであった。さらに本研究の教材ビデオにおいても保

育者が幼児に考えさせるきっかけとなる質問画面を教材動画の中に設定したことが幼児に関心から思

考を通じて知識・理解へと誘導する役割を果たしたと考える事が出来よう。 2 、 3 回目には障害を有

するスポーツアスリートから障害の有無を問わず一緒に出来る運動遊びが提案され、実施する動画を

視聴した後、園児が実践した。この実践体験を通じて障害に関係なく一緒に遊べる、共感の意識と態

度を期待した。体験前後で統計検定の上では有意な変化は認められなかったが、「障害を有する人と

も会話したい」、「遊びたい」、「一緒に力を合わせることが出来る」、「一緒にいるところを見られても

気にならない」、および「仲間はずれにしてはいけない」の各質問に対して園児は50％以上で肯定的

な回答を寄せ、「遊びたい」を除く項目で有意差を示した。この結果は園児の年齢においては障害を

有している他者への意識はさほど強くなく、自身との違いに対する意識は認められない可能性が示唆

される。しかしながら、今後対象者数や年齢を変えての実践と観察が必要であろう。態度への影響を

探るために実施した保護者による自由記述において点字ブロックへの言及が多く見られた。調査項目

表 4 ．自宅で保護者に対する発話および保護者の感想

園児A

園児B

園児c

園児D

園児E

園児F

園児G

園児H

園児I

園児J

自由記述欄の内容

•楽しかった。障害のことをよく理解していない様子だった

・歩道の点字ブロックを見つけて、 「目が見えない人に知らせる」と話していた。

・保育園から帰る時、門を出てすぐの点字ブロックのところで「とまれだよ～」というので、車来る
かもしれないから止まるんだよね、と返事をすると、 「点字ブロック！ ！これはとまれの印だよ」と
教えてくれました。歩くところはこんな形のブロック、と点字ブロックの種類とちがいを話してくれ
ました。

・私は子どもたちが遊んでどの様に感じるかを感じて楽しかった。

•一度だけ「僕が大きくなったらパラリンピックに出る」と急に言っていた

・アイマスクをして耳でボールの位置が分かったんだよ。
・ビデオを見て同じような遊びをやったんだよ。
・足が動かなくてもテニスができるんだよ、すごいよね！ ！ 
・車いすに乗ってテニスをする人のビデオを見たんだよ。
・足を動かさないで遊んだり出来るんだよ。等。
・「仲間はずれにしてはいけないと思うか」の質問をして、どうしてそう思うの？と聞いたらどんな
人でも世界中の人はみんな仲間でしょ？と逆に質問されました。

•自ら話すことはありませんでした。話したり、一緒に遊ぶことが恥ずかしいと言っていました。た
だ、仲間外れにはしてはいけないの質問にだけはっきりと”それは思う”と言っていました。

・パラリンピックの事。通路にある視覚障害者誘導ブロックについて、これは目が見えない人用のも
の。
．何か意識が少し変わったような顔をしていました。

．どんな遊びをしたかについては話してくれました。下の問に答えた後、 「おじいちゃんは足が片方
ないんだよ」と話すと「え～～？」と言っていました。身近にいると、実感がわくのかな？と感じま
した（それまでは「う～ん」と考えながら答えていました）接する機会があるかないかでもかなりち
がってつくるのでは、と思いましたので、機会を作ってみようと思いました。

・降園時、駅の点字ブロックを見つけ、写真を撮って保育園で見せたいと話したり、（まっすぐの点
字ブロックの絵）はまっすぐ、（とまれの点字ブロックの絵）はあぶない・とまるだと教えてくれまし
た。
•今日お話ししてくれた人は［・目が見えないけど、目かくしサッカーが1番うまかったんだよ！
•立てなくて車イスに乗っていて車イスでテニスするんだって！ ］と話してくれました。
・車いすテニスに影響を受けたのか、入浴時に「座ったままのテニスをしよう！」と遊びを考え、一
緒に遊びました（手おけをラケットに、スーパーボールを玉にして、湯ぶねで座ったままラリー？を
しました）
・「僕は目が見えるから拾えるよ！と00(？）のものを拾っていました。
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の「障害を有していても何でも出来る」に対する回答が肯定的なものばかりでなかったことを踏まえ

ると障害者への意識を持つとともに社会が配慮する必要性についても知識と態度への影響があったこ

とがうかがわれる。また、障害者が健常者と同様にスポーツを実施していることに対する記述が認め

られたことかも今後障害者への態度に影響することが期待される。

　東京のオリンピック・パラリンピック教育を考える有識者会議 3 ）の最終提言は「幼児期におけるオ

リンピック・パラリンピックをきっかけとした障害者スポーツに対する正しい理解と認識を求める上

で幼児期の教育から積極的に障害者スポーツに触れる教育の実施が重要な意味を持っている」とした

上で、具体的な方法案として「子供たちに、基礎的な知識及び技能を習得させる（「学ぶ（知る）」）

ことが必要である。その上で、子供たち自身が、興味・関心を持ち、実際に観たり（「観る」）、体験

や交流をしたりする（「する（体験・交流）」）といった活動を重視することが重要である」と提案し

ている。本研究はこの提案を具体化した上で前後比較デザインを用いて検証した点で研究としての価

値を有していると考える。

　本研究には課題も残っている。研究対象が普遍的な結果を導くための条件を満たしていたかは十分

とは言えない。研究参加者は一学年のみで有り、参加対象者数も一クラスのみと悉皆調査は行えてい

ない。また、保護者を通じたアンケート調査であることから回答者のバイアスを除くことは出来てい

ない。また、KAB（P）モデルを踏まえて実践したが幼児の行動の変化を把握するだけの十分な期間

をとることが出来ず、さらなる研究が必要と言える。このような課題は残っているが、幼児教育におい

て教材の有効性を前後比較研究デザインにより検証したものは多くはなく、本研究の価値と言えよう。

Ⅴ．まとめ

　本研究は障害理解教育を促すことを目的としてKAB（P）モデルを踏まえた運動遊び体験動画およ

び動画を利用するための指導案から構成した保育実践教材を作成し、保育園児を対象に全 3 回の実践

を行った。協力が得られた 1 保育園、21名の園児を対象に保育実践前後における園児の身体および視

覚障害への知識、身体および視覚障害を有している人に対する知識、態度を前後比較研究デザインか

ら検討した。その結果、統計検定上に有意な変化は認められなかったが、自由記述から視覚障害者に

対して社会的に配慮されている点字ブロックの存在、視覚や四肢に障害を有していてもそうでは無い

人と一緒に遊べることが態度に反映されている様子が観察された。

　以上のことから、本研究で作成した運動遊び体験動画および動画を利用するための指導案から構成

した保育実践教材はさらなる検討を必要としつつも幼児の障害理解教育に寄与する可能性が示唆され

た。
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Abstract
Purpose：The purpose of this study was to promote the understanding and awareness of disabled 
people toward preschool children and observe their changes in attitude to them through our 
originally created teaching materials.
Methods：We developed teaching materials for teachers to improve and promote the recognition 
and awareness of disabled people among preschool children. This research consisted of two parts. 
The first part involved the preschool children watching a video of blind soccer players playing 
soccer with able-bodied children. After this, the preschool children played together with disabled 
children. Part two was the same as above, however, with wheel-chair tennis players. Twenty 
preschool children watched the videos and played together for sixty minutes. Then, we 
investigated the changes in the children’s attitude and perception of people with disabilities. We 
obtained their responses and the psychological barriers regarding playing with physically disabled 
people, by completing questionnaires before and after watching the videos and playing together. 
The answers were evaluated using the Fisher’s exact test.
Results：Sixteen of the twenty respondents completed the questionnaire. Before watching the 
videos, eight to ten respondents answered a variety of questions positively. Thus, there were no 
significant statistical changes after watching the videos. However, two to four respondents 
changed their responses to a variety of questions from neutral to positive after watching the 
videos, demonstrating the expected change. In addition, after watching the videos and playing, all 
respondents remained positive
Conclusion：It can be considered that our teaching materials had some effect on the preschool 
children’s attitudes and perception toward disabled people. Nevertheless, further research is 
required in order to form a clear judgment and a logical conclusion regarding the usefulness and 
benefits of our materials.

Keywords：Physically Disabled, Attitudes, Teaching Materials and Methods
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